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岩木山後長根沢扇状地の14c年代と岩手山御神坂沢・熊沢扇状地の

形成過程との比較

士井宣夫＊・鈴木亨英＊＊• 佐籐 愛＊• 佐籐晴香＊・豊口愛理＊・佐々木大地＊

1 はじめに

一般に火山の山麓には，火山麓扇状地あるいは裾野扇状地（式， 1984) と呼ばれる二次地形

が，火砕流・岩屑なだれ・溶岩流などの堆積物がつくる山麓原面の一部をおおって形成されて

いる。火山麓扇状地は，火山体及び山麓原面を侵食した河川が運搬する砂礫などの二次堆積物

で形成され，砂礫の運搬は主に土石流による（守屋， 1983)。したがって，火山麓扇状地は，火

山体の開析の進行と火山麓の成長と拡大をつなぐ堆積地形として，さらに，平野など周辺地域

と火山をつなぐ地形として重要である。また，火山麓扇状地は，土石流の流走・堆積域となる

ことから，火山防災上も重要である（土井， 2000)。

火山麓扇状地（以下，単に扇状地と略す）の形成では，土石流・火山泥流の発生誘因として

局地豪雨が重要で，その強度，発生頻度及び発生位置が関係している。また，その発生素因と

して，山体の傾斜角度，河川分布などの火山地形，火山噴出物の成層構造や断層，熱水変質帯

などの山体構造，新たな火山噴火で堆積した火山噴出物や植生などが関係している。

複成火山は，数十万年の間噴火を繰り返して火山群を形成することがある C 岩手火山群の形

成年代の異なる火山体に着目して新期から古期の火山体の順に扇状地の形成をみると，河川の

発達がなく扇状地が未形成の山体→河川源頭に大きな断崖が生じ，その崩落土砂により扇状地

が急速に成長する山体→河川流域の山体が滑らかで断岸がなく，崩落土砂が減少して扇状地の

成長が止まり，扇状地自体の侵食が進行する山体，という経緯を示している C したがって，扇

状地形成に係わる誘因及び素因を解明しようとする場合，河川毎に扇状地の形成史を明らかに

した上で火山全体について考察する必要がある。また，異なる火山の扇状地を比較する場合は，

火山体の形成年代を考慮する必要がある。

岩木山と岩手山の山麓には，火山麓扇状地が発達していることが知られている（例えば式，

1984; 黒木， 1995)。これらの火山麓扇状地の形成過程を比較研究することは，扇状地形成の要

因を明らかにするうえで有効と考えられる。そこで本研究は，岩木山東南東麓高照神社南の「（仮
うしろながね

称）津軽歴史文化資料展示施設」建設予定地で確認された後長根沢扇状地の断面露頭を手掛か
おみ Aか

りにして，岩手山南麓の御神坂沢・熊沢扇状地の形成過程と比較し，火山麓扇状地の形成要因

を考察した。
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2 岩木山後長根沢の火山麓扇状地

(1) 岩木山の山体形成年代と後長根沢

岩木山 (1,624m) の火山体の地質は，佐々木 (2001,2005) などで明らかにされてきたが，

形成年代は，広域火山灰と山体構成層との層序関係をもとに概要が明らかになっている。
がI ふ

井村 (1995), 尾関ほか (1995), 小岩 (2014) によると，山頂北側の岩鬼山と西側の追子森を

結ぶ線の北側の山体は，洞爺テフラ（約 11.1~ 11.5万年前；町田・新井， 2003)より古く，山

頂の鳥海山溶岩ドームを含む南側の山体は，洞爺テフラより新しく，十和田一大不動テフラ(~

3.2万年前；町田・新井， 2003)より古い。山頂域に分布する複数の溶岩ドームは，これらの山

体より形成年代が新しく，山頂西溶岩ドームは約 6千年前（井村， 1995;尾関ほか， 1995),山

頂溶岩ドームは約 4千年前（尾関ほか， 1995) または約 3千年前（井村， 1995) に生成した。

また，鳥ノ海溶岩ドームは約 3千年前（尾関ほか， 1995) に生成したか，約 2千年前には既に

生成していた（井村， 1995) と考えられている。

後長根沢は，洞爺テフラ降灰以前と以降に形成された火山体のちょうど境界にあたり，沢の

源頭（山頂域）は溶岩ドーム群からなるため，扇状地の形成とこれらの火山活動との関係を考

察するのに適した位置にある C
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図1 岩木山後長根沢の地形区分図

後長根沢の上流域には溶岩ドーム群と崩落崖があり，中流域にVI期河岸段丘，下

流域にVI期扇状地と現河道沿いにV11期河岸段丘が生成している。
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(2) 後長根沢の扇状地

岩木山後長根沢は，山頂から東南東方向に流下する深く開析された河谷で，山麓に扇状地を

形成している。上流の標高 1,250~ 700m付近の急斜面には，高さ 50m程の崩落崖が複数存在

している（図 1)。中流の標高 700~ 335m付近は，平底状で傾斜の大きい谷底をもち， 1段の

河岸段丘が形成されている。標高 335m以下の下流の山麓には，東西約 3.9km,南北約 1.8km

のひとつの扇状地が形成されており，扇頂の標高は 335m,扇端の標高は 65mである。中流に

分布する河岸段丘は，下流の扇状地に地形的に連続している。黒木 (1995) は，中流の河岸段

丘と下流の扇状地の堆積物がともに十和田一八戸テフラに直接覆われることを確認して，これ

らをVI期の堆積物及び地形面とした。

また，扇状地の南縁を流れる後長根沢の河道に沿って，扇状地より新しいVl1期の河岸段丘が

幅狭く分布している。

(3) 後長根沢扇状地断面の観察

岩木山東南東山麓高照神社の南に「（仮称）津軽歴史文化資料展示施設」建設予定地がある（図

1)。建設予定地の形状は，東西方向に伸びた長方形で，北西隅の法面が4mともっとも高く，

ここより南方向と東方向に高さを次第に減じる法面が伸びている。東方向の法面は途中折れ曲

がっている。今回，この法面の写莫撮影とスケッチを行い， 1,c年代測定用試料4個を採取した。

写真を図 2, スケッチを図 3に示す。また，堆積物の模式的層序を図 4に示す。

固2 (仮称）津軽歴史文化資料展示施設建設予定地の土石流堆積物群

矢印は表面が炭化した樹幹。スケールは縦横各 1m。

本地点の地質は主に土石流堆積物からなる。ここでは，土石流堆積物 (debrisflow deposit) 

をDfと略記し，下位層から 1~5の番号を付けて記述する。また，士石流堆積物は，諏訪 (2003)

の岩相による分類に基づいて，砂礫に富みシルト・粘土成分の少ない石礫型土石流と，シルト・

粘土成分に著しく富む泥砂型土石流に区分する。また，腐植質シルト層 (humicsilt)をHum

と略記し，下位層から 1, 2とする。

本地点は， VI期扇状地の南端に近い位置にある。扇状地を構成するのは士石流堆積物 Df-4(層
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固3 (仮称）津軽歴史文化資料展示施設建設予定地法面のスケッチ

左上に区間 1~4の位置を示す。
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黒色土
石礫型士石流堆積物（培厚 10~ 20cm) 
腐植屈（屈厚最大 10cm)

泥砂型L石流堆積物（屈厚 50~ 120cm) 
C4 : 13, 630土40yBP
C3 : 14,680±40yllP 

腐植屈（屈厚 10~ 80cm) 
泥砂型土石流堆積物（層厚 20~ 180cm) 

右礫型土右流堆積物（屈厚 40~ 200cm+) 
根株を覆う

C2 : 30, 970土 120yBP

砂・シルト互屠（屠厚 10~ 70cm) 
洪水流堆積物

右礫型士ゎ流堆積物（恩厚 90~ 150cm+) 
表面が炭化した木片（流木）を多く含む

Cl:33,070士140yBP

図4 (仮称）津軽歴史文化資料展示施設建設予定地法面の模式的柱状図

柱状図の縦スケールは任意。

厚 50~ 120cm)で，地表面にほぼ平行に連続的に分布する（図 2,3)。Df-4と下位の土石流堆

積物との間には顕著な侵食面が存在する。 Df-4は黄褐色のシルト・粘土成分に富んだ基質に礫

が浮く，基質支持の泥砂型土石流堆積物で，平行ラミナが形成されている。 Df-4は礫の集中部

をブロック状に含むほか，下位層との間の凹地を礫部が埋めている。礫はやや風化した角礫が主

体で，円礫に乏しい。基質の黄褐色シルトと粘土は，岩木山に広く分布する褐色風化火山灰("ロー

ム")と類似し，これを起源とする可能性がある。

Df-4の下位には， Df-4と比較して水平に近い 3層の土石流堆積物 Df-1~ 3と，上位の腐植

質シルト層 Hum-1がある。 Df-1~ 3とHum-1及び Df-4は，それぞれ不整合である。 Df-1~ 
3は扇状地を構成する一連の堆積物とみられ，堆積物の 11c年代と岩相から（後述）， v期堆積

物とする。

V期堆積物の下限は見えない。 Df-1は，層厚 90~ 150cm以上で砂礫を主体とし，砂からな

る基質に礫が浮く，基質支持の石礫型土石流堆積物である。 Df-1には表面が炭化した樹幹（流

木）が多く含まれ，大きいものは太さ約 20cm,長さ約 2mに達する（図 2)。この樹幹 (Cl)

の℃年代測定を実施した。

Df-1の上位には， Df-1の堆積面から突き出す巨礫を覆うように， Df-1から連続的に砂層とシ

ルト層の互層（層厚 40~ 70cm)が堆積している。これらは，ともに洵汰が良く，砂層とシル

ト層を 1対として堆積した洪水流堆積物 (Df-la) と見られる。

Df-2は，層厚 40~ 200cm以上で砂礫を主体とし，砂からなる基質が支持する石礫型土石流

堆積物である。大きな侵食面をもって Df-1,Df-laに重なり，河川跡とみられる凹地を巨礫が埋
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積している。また， Df-la上に成長した樹木（根元の直径は約 15cm) が，立木のまま折損し，

Df-2に覆われている。この根株 (C2) のuc年代測定を実施した。

Df-3は，層厚 20~ 180cmで黄褐色のシルト・粘土が多い泥砂型土石流堆積物である。 Df-3

の分布は，侵食により断統的である。基質の黄褐色シルトと粘土は， Df-4と同様，褐色風化火

山灰("ローム")と類似し，これを起源とする可能性がある。

Df-3の上位の Hum-1は， Df-3が欠層している場合， Df-2を直接覆う。層厚は 10~ 80cmで，

小木片及び礫を含んでいる。 Df-4直下の本層最上部から， 14c年代測定用試料 2個 (C3, C4) 

を採取した。

一方， Df-4表層の黒色土は，凹地（深さは 50cm以内）で層厚が増し，円礫の多い石礫型土

石流堆積物 Df-5(層厚 10~20cm)を挟在する。 Df-5の下位に Hum-2(層厚最大 10cm)が堆

積している場合もある。

(4) 土石流堆積物の 14c年代

（仮称）津軽歴史文化資料展示旅設建設予定地の法面から 4個の uc年代測定用試料 (C1 ~ 
C 4) を採取した（図 3)。測定結果を表 1に示す。

表 1 岩木山後長根沢扇状地土石流堆積物の14c年代測定値

試料番号
ぶ℃ 11c年代 14c年代を暦年代に較正した年代範囲

(%0) (yrBP士1(J) 1 (J暦年代範囲 2a暦年代範囲
測定番号

Cl -22.32士0.20 33070士140
35539-348:i4 cal BC 35901-34625 cal BC 

PLD-30486 
(68.2%) (95.4%) 

C2 -27.29土0.18 30970土120
33042-32767 cal BC 33192-32642 cal BC 

PLD-31774 (68.2%) (95.4%) 

C3 -25.76士0.18 14680士40
16016-15846 cal BC 16072-15752 cal BC 

PLD-31775 
(68.2%) (95.4%) 

C4 -25.48土0.22 13630土40
14566-14364 cal BC 14684-14289 cal BC 

PLD-31776 (68.2%) (95.4%) 

Df-1中の樹幹（流木）の，最も外側の年輪の年代は 33,070土 140yBPである。 Df-la上に生

育した樹木の根元（直径約 15cm)の，最も外側の年輪の年代は 30,970土 120yBPである。これ

らの年代値は，それぞれDf-1とDf-2の堆積年代と考えられ，暦年代 (1(J) は約 3.7万年前と

約 3.5万年前で，約 2千年の隔たりがある。これは， Df-laの堆積後，図 3のように，小規模な

河川などが形成された侵食期間を示す可能性がある。

Df-4直下の Hum-1の年代は， 14,680土 40yBPと13,630土 40yBPである。これらの年代は，

Df-4の堆積年代，すなわち扇状地の形成年代を示すと考えられ，暦年代 (1(J)は約 1.8万年前

と約 1.7-1.6万年前である。これらの年代は，堆積物を覆う十和田一八戸テフラ（黒木， 1995)

の年代約 1.5万年前（町田・新井， 2003) と調和する。

また，後長根沢扇状地表層の黒色土は， 14c年代測定は行われていないが，完新世の堆積物と

考えられることから，それに挟在する Df-5も完新世の堆積物と考えられる。
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3 岩手山御神坂沢と熊沢の火山麓扇状地

(1) 御神坂沢と熊沢の扇状地

岩手山 (2,038m)の山麓には火山麓扇状地が分布する。扇状地は，火山泥流（土石流）堆積

物で構成され，時代的に渋民火山灰（累層）上部におおわれる古期火山麓扇状地 Iと，分火山

灰期（約 1万年前以降から現世）に形成された新期火山麓扇状地に区分され（土井， 2000),古

期火山麓扇状地 Iはさらに，生出黒色火山灰起源の軽石礫・火山砂を多く含む下位の古期火山

麓扇状地 Ibと，渋民火山灰上部に覆われる上位の古期火山麓扇状地 Iaに2分される（土井，

2008)。生出黒色火山灰は，約 5.0~ 3.0ないし 3.5万年前，西岩手山から噴出した軽石・スコリ

ア・火山砂からなる降下火山灰で，薄い風化土壌を介して少なくとも 16回の噴火輪廻堆積物が

累重する（土井， 1991)。御神坂沢源頭は，生出黒色火山灰の降灰域に入り，その西方の鬼ケ城

登山道には，径数 cmから 10cmを越える軽石・岩石片からなる生出黒色火山灰が残存している。

御神坂沢と熊沢の下流域は，古期火山麓扇状地 Ib, I a, 及び新期火山麓扇状地が分布する

（図 5)。古期火山麓扇状地 Ibは，御神坂沢と熊沢の標高 750m付近に扇頂があり，火山体斜

面の傾斜変換点を形づくつている。扇状地は標高 430m付近で，上位の扇状地に覆われる。扇状

地をつくる土石流堆積物は少なくとも 6層あり，渋民火山灰上部に覆われる（図 6b)。土石流

堆積物は，渋民火山灰中部の生出黒色火山灰起源の軽石礫及び火山砂を含み，これらが密集す

ることがある。

古期火山麓扇状地 Iaは，古期火山麓扇状地 Ibを侵食した河谷内ないし下流側に分布し，

扇頂は標高 680m付近にある。この扇状地面は，御神坂沢内の地点 2(図 5)の南で，新期火山

麓扇状地の地形面と交差し，これより下流側では新期火山麓扇状地に覆われている（土井，2008)。

扇状地は少なくとも 6層の土石流堆積物からなり，極く薄い渋民火山灰上部と柳沢軽石（秋田

駒ケ岳起源）を含む分火山灰に覆われる（図 6b)。

新期火山麓扇状地は，御神坂沢と熊沢の下流域の東西約 2.8km,南北約 5.6kmに分布し，扇

頂は標高 615m付近，扇娼は標高 280m付近にある。本扇状地は標高 450m付近に遷急線があり，

これ以下の高度に湧水地が帯状に密集して分布する。遷急線は御神坂沢で標高 450m,ここより

西で標高 430m付近，東で標高 470m付近にある。本扇状地堆積物は，御神坂沢では，柳沢軽石

を含む分火山灰とその上部の黒色土に重なる 7層の土石流堆積物からなる（土井， 2008)。土石

流堆積物の上位には，それぞれ黒色土が生成しており，土石流が間欠的に発生，堆積したこと

を示している。熊沢では，堀切軽石（秋田駒ケ岳起源）を含む分火山灰とその上部の黒色土に

3層の土石流堆積物が重なり，下位から 2層目と 3層目の間の土壌中に十和田 aテフラが介在

する（土井， 2008)。

新期火山麓扇状地の分布は，土井 (2000) により，扇頂から上記の遷急線付近までが分布範

囲とされた。その後，遷急線の南東約 1.5km地点（姥屋敷西方）で掘削された水井戸（深度73.0m;

図5地点 4)の地質調査を行い，深度 51.Sm以深の小岩井一大石渡岩屑なだれ堆積物（岩手山

起源）の上位に，古期火山麓扇状地堆積物 Ib, I a, 及び新期火山麓扇状地堆積物が分布する

ことを確認した。扇状地堆積物は，いずれも砂礫からなる土石流堆積物である。土石流堆積物

は，堆積間隙を示す腐植質火山灰，植物片を含むことのある風化火山灰，及び黒色土を介して，

合計 11層に区分される（図 6b)。
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二古期火山麓扇状地 Ia 

ロ 古期火山麓扇状地 Ib 

図5 岩手山f卸神坂沢・熊沢扇状地の分布図

● 1~4は地質柱状図を作成した地点。
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旦図風化火山灰（ローム）
二 褐 色 上

如砂礫混じり土壌・粘土

P 植物片

図6 岩手山御神坂沢・熊沢扇状地の扇頂高度と地質柱状因

(a)扇状地の扇頂 1~3の位置。 (b)地点 1~3の地質柱状図及び地点4 (姥屋

敷西）の水井戸の地質柱状図。地点 7~4の位置は図 5参照。14c年代測定値は吉木・

悶島 (2009)による。 OBA:生出黒色火山灰， YP:柳沢軽石

このうち，古期火山麓扇状地堆積物 Ib (深度 51.5~ 34.3m ; 3層の土石流堆積物からなる）

は，生出黒色火山灰起源の粗粒火山砂を多量に含む淘汰の良い砂層が 2層ある。古期火山麓扇

状地堆積物 Ia (同 34.3~ 21.2m ; 2層の土石流堆積物からなる）は，渋民火山灰上部に覆わ

れる。また，新期火山麓扇状地堆積物（同 21.2~ Om)は，黒色土を介して 6層があり，下部の

2層は柳沢軽石起源の軽石礫を含んでいる。このような起源の明らかな軽石礫と火山砂の存在

は，扇状地堆積物の対比を確実にしている。

3つの時期の扇頂高度は，古期から新期へと低下する。これにともない，扇状地面の傾斜は

小さくなり，扇状地面が交差する（図 6a)。
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(2) 土石流堆積物の年代

扇状地を構成する土石流堆積物の堆積年代を推定する上で，堆積物に含まれる起源の明らか

な軽石礫や火山砂は重要な手掛かりである。岩手山の山頂部は傾斜角が大きく，噴火で山頂部

に堆積した軽石や火山砂の多くは，局地豪雨で速やかに山麓に運搬され堆積することが予想さ

れる。したがって，軽石礫や火山砂が多量に含まれる場合，土石流の堆積年代は，その噴火年

代と大きく異なることはないと考えられる。一方，散点的に含まれる柳沢軽石礫は，分火山灰

中の軽石層が土石流によって掘り出されたもので，噴火年代と土石流の堆積年代は異なると考

えられる。

古期火山麓扇状地堆積物 Ibは，生出黒色火山灰起源の軽石礫や粗粒火山砂を多量に含んで

いる。生出黒色火山灰の噴火年代は約 5.0~ 3.0ないし 3.5万年前（土井，1991)であることから，

同Ibの堆積年代もこの年代内にあると考えられる。また，岩手山北麓に分布し，生出黒色火

山灰起源の軽石礫を含む同 Ibは，この上位の砂層に含まれる炭化木片の '"C年代が 26,770士

l,530yBP (土井， 1991)であることから，これより古い年代である。したがって，同 Ibの堆

積年代は，約 5.0~ 3.0ないし 3.5万年前の間の年代を含み，約 2.6万年前（暦年代は約 2.9万年

前）より古いと推定される。

古期火山麓扇状地堆積物 Iaは，渋民火山灰上部に極く薄く覆われる。渋民火山灰上部の中

位の層準には十和田一大不動テフラがある（土井， 1993;古澤， 2003) が，同 Iaとの層序関

係は確認されていない。しかし，同 Iaを覆う渋民火山灰上部の層厚は，層序確認地点（図 6

地点 3)で想定される上部層の層厚の半分以下で極く薄い。したがって，同 Iaは十和田一大

不動テフラ (~3.2 万年前；町田・新井， 2003) 堆積以降に離水していると考えられる。

一方，新期火山麓扇状地堆積物は，御神坂沢では柳沢軽石（約 1.1万年前）を含む分火山灰と

これを覆う黒色土の上位に重なっている。吉木・豊島 (2009) は，御神坂沢の扇頂付近の土石

流堆積物基底及び同堆積物間の黒色土の uc年代測定を行い，土石流堆積物が 4,590土 90yBP~ 
200土 90yBP(暦年代で約 5.5-5.1千年前～約 450-0年前）に堆積したことを示した。また，熊

沢では堀切軽石（約 7.3千年前）を含む分火山灰とこれを覆う黒色土の上位に， 3層の土石流堆

積物が重なり，下位から 2層目と 3層目の間の土壌中に十和田 aテフラ (AD915年）が介在す

る（土井， 2008)。

4 考察

(1) 2時期の扇状地が重なる後長根沢扇状地

岩木山山麓に発達する扇状地は，黒木 (1995) により詳細に研究され，扇状地の層序と形成

年代が明らかにされている。それによると，岩木山の扇状地とその地形面は，火山灰鍵層との

層序関係に基づいて， I期堆積物及び I面から， II ~VI期堆積物及びII~VI面，ならびにVII面

に区分される（図 7)。このうち， v期堆積物は十和田一大不動テフラに， VI期堆積物は十和田一

八戸テフラにそれぞれ直接覆われる。また， VII面は火山灰層に覆われず，黒色土のみが覆う地

形面である。

黒木 (1995)によると，後長根沢扇状地は， 4地点で十和田一八戸テフラ（約 1.5万年前；町

田・新井， 2003)に覆われ， VI期堆積物とされている（図 1)。Df-4の堆積年代は，約 1.8万年

前と約 1.7-1.6万年前であり， VI期堆積物の年代と調和している。
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岩木山山麓

山麓全域（黒木， 1995)

十和田一
八戸テフラ

十和田一
大小動テフラ

後長根沢（本研究）

二

CoB:} 13,630士40yBP
H,680±10yBP 

巨
戸 30,970土120yBP

• >32, 120yBP 厄戸J33,070士140yBI'

涸爺テフラ

区言黒色士

蕊言軽 石

岩手山山麓

御神坂沢 ・熊沢（本研究）

凡例

新期火山紘扇状地堆桔物，
4,590士90y8P~200士 90yBP

（吉木・豊品， 2009)

古期火山碗扇状地堆楼物 Ia 

古期火山箆扇状地堆積物 Ib 

（約 5.o-3. oなしヽ し 3.5万

年前）

団クラック帯

し」士石流堆積物

一 鍵軽石・火山ガラス層 「;::::i11c年代測定屈準

因7 岩木山と岩手山の火山麓扇状地の対比

岩手山麓に分布する軽石・スコリア居のうち，本論と直接関係しないものは地質

柱状図から除いている。

本研究では， VI期堆積物の下位に，新たに扇状地堆積物を見出し，その堆積年代は暦年代 (1CJ) 

で約 3.7 万年前と約 3.5 万年前であることを示した。黒木 (1995) は，十和田一大不動テフラ(~

3.2万年前；町田・新井， 2003)に覆われる堆積物をV期堆積物とし，岩木山北麓大鳴沢のV期

堆積物中に取り込まれた炭化木片の 14c年代を>32,120yBPとしている。このように，年代値の

一致から， VI期堆積物の下位に確認された土石流堆積物 Df-1~ 3は， V期堆積物に対比される。

また，黒木 (1995)は，岩木山北麓大鳴沢のV期堆積物中に，表面が炭化した木片が多く含

まれることから，この時期の土石流は「熱い土石流」と考えた。後長根沢においても， Df-1中

に表面が炭化した木片が多く含まれ，岩相的に一致する。したがって，この時期の岩木山の山

頂域には，火砕流の熱で炭化した植物片が多数分布し，土石流中に取り込まれて北麗や東南東

麓に流下したと考えられる。後長根沢では， Df-2,-3に炭化木片が含まれないことは， Df-1の

流下で炭化木片の多くが流出し終えたと考えることができる。

さらに，黒木 (1995)は，後長根沢の中流域に分布し，十和田一八戸テフラに覆われるVI期

の河岸段丘堆積物（図 1) の断面を観察し，岩相から，露頭中部の堆積物は火砕サージ堆積物

と判断した。この河岸段丘は下流の扇状地に連続することから，同露頭上部の堆積物 (1層の

土石流堆積物）は，下流扇状地の Df-4,すなわち泥砂型土石流堆積物に対比される。したがっ

て，同露頭中部の火砕サージと判断された堆積物は，下流扇状地の Df-1~ 3の層準，すなわち

V期堆積物である可能性が高い。前述のように Df-1は，火砕流発生後に生じた土石流を示唆す

ることから，河岸段丘露頭中部の火砕サージ堆積物と判断された堆積物は， v期の山頂付近の
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火砕流噴火を示すと考えて矛盾しない。十和田一大不動テフラ以前の山頂域の火山活動として，

鳥海山溶岩ドームの形成が知られている（第 2章(1))。したがって，これらのV期堆積物は，鳥

海山溶岩ドーム形成時の約 3.7万年前に発生した火砕流噴火に関連する堆積物と考えられる。

(2) 岩木山後長根沢扇状地と岩手山御神坂沢・熊沢扇状地の形成年代

ここでは，岩木山後長根沢扇状地と岩手山御神坂沢・熊沢扇状地の形成年代を比較する。岩

木山と岩手山の扇状地堆積物の堆積年代及び離水年代は，両地域に共通して分布する十和田一

八戸テフラ及び十和田一大不動テフラとの層序関係，及び14c年代測定値を用いて決定すること

ができる。また，岩手山麓においては，土石流堆積物中に含まれる年代既知の生出黒色火山灰，

柳沢軽石を起源とする軽石礫・火山砂の有無を年代決定に用いる。

岩木山麓のV期堆積物は，堆積年代の一致から，岩手山麓の古期火山麓扇状地堆積物 Ibに

対比される（図 7)。古期火山麓扇状地堆積物 Iaは，十和田一大不動テフラとの層序関係が確

認されていないが，上位に重なる渋民火山灰上部層の層厚が極く薄いことから，十和田一大不

動テフラ堆積以降に離水していると考えられる。また，分火山灰基底には十和田一八戸テフラ

がある（土井， 1993) ことから，同 Iaは， VI期堆積物に対比される可能性がある。

岩木山麓のVl1面上の黒色土中には小規模な Df-5がある。これは，岩手山麓で黒色土と互層す

る土石流堆積物からなる新期火山麓扇状地堆積物に対比される。

このように，岩木山と岩手山の扇状地の形成は，同時期である可能性がある。ただし，層序

においてなお不明な部分を残しており，今後は鍵火山灰と土石流堆積物の層序関係を沢毎に精

密に決定して対比する必要がある。

(3) 岩木山後長根沢扇状地と岩手山御神坂沢・熊沢扇状地の土砂量と形成様式

ここでは，岩木山と岩手山の扇状地の形成に関わる土砂量の変化と形成様式を比較する。岩

木山後長根沢は，上流の急傾斜部（標高 1,250~ 700m付近）に高さ 50m程の崩落崖が複数分

布し，土砂崩落により山体が後退してきたことを示唆している。開析の進んだ中流域の河谷底

には，平坦で傾斜の大きいVI期の河岸段丘が形成され，下流域にはこれと地形的に連続するVI

期の扇状地が形成され， V期の扇状地を薄く覆っている（図 8)。扇状地堆積物の層厚は， V期：

2.8m (+)→VI期： 0.5 ~ 0.8m→Vl1期： 0.2mと変化し，時代とともに薄くなる。また，後長根

沢の現河道沿いに分布するVl1期河岸段丘（図 1) の分布面積においても， VI期扇状地の面積の

1/60以下であり，土砂量は極めて小さいと推定される。したがって，後長根沢で土石流によっ

て運び出された土砂量は， v期からVl1期へと減少したと考えられる。以上のことは，後長根沢

が位置する山体は，形成年代が古く，侵食が進んだ段階にあることを示している。

一方，岩手山御神坂沢・熊沢扇状地では，扇頂高度は新しいほど低くなり，扇状地面も交差

している（図 8)。扇端寄りの水井戸掘削で確認された扇状地堆積物の層厚は，古期火山麓扇状

地堆積物 Ib, I a, 新期火山麓扇状地堆積物の順に， 17.2m, 13.lm, 21.2mである。今この

層厚が扇状地の土砂量に比例すると仮定すると，新期火山麓扇状地の土砂量が最大で，扇状地

の形成時間を考慮すると，その堆積速度は (21.2m/約 5.5千年与） 3.9m/千年である。なお，

古期火山麓扇状地堆積物 Ibの堆積速度は，堆積期間を約 5.0~ 3.5万年前とすると， (17.2m/ 

1.5万年与） l.lm/千年である。

また，御神坂沢では標高 1,800~ 1,000m付近まで崩落崖が多く，これより下流に扇状地が形
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成されている（図 8)。以上のことから，御神坂沢・熊沢が位置する山体は，形成年代が約 5万

年前以前ではあるが比較的新しく，特に完新世の約 5.5~ 5.1千年前以降に活発な侵食が行われ

ていることを示している。

2,000 7崩落崖の多い区聞

< '  
岩木山後長根沢

岩丁山御神坂沢

1. 500 

t~属西- 1. 000 

m 

500 
姥屋敷西水井戸

。
4
 ，

 

10 
(km) 

図8 岩木山後長根沢と岩手山御神坂沢の河）II縦断面と火山麓扇状地

5 まとめ

岩木山と岩手山の火山麓扇状地の形成過程を，岩木山では東南東麓高照神社南の r(仮称）津

軽歴史文化資料展示施設」建設予定地の後長根沢扇状地の断面露頭を手掛かりにし，岩手山で

は南麓御神坂沢・熊沢扇状地に着目して，それらの形成過程を比較検討した結果，次の事項が

明らかになった。

(1) 岩木山後長根沢扇状地は， V~VJI期の土石流堆積物が順次上位に堆積し， 1,c暦年代 (1(J) 

としてV期が約 3.7万年前と約 3.5万年前， VI期が約 1.8万年前と約 1.7-1.6万年前が得られ

た。 VlI期は完新世と考えられる。

(2) 後長根沢と岩木山北麓大嗚沢（黒木， 1995) のV期堆積物に多く含まれる炭化木片は，山

頂域に火砕流の熱で炭化した木片が多く分布したことを示唆し，後長根沢中流で確認された

火砕サージ堆積物（黒木， 1995) もV期堆積物の可能性が高いことから，これらは山頂域の

鳥海山溶岩ドーム形成時に発生した約 3.7万年前の火砕流噴火の堆積物とその後の土石流堆積

物と考えられる。

(3) 岩手山御神坂沢・熊沢扇状地は，古期火山麓扇状地 Ib, I a及び新期火山麓扇状地からな

り，この順に扇頂高度が低下し，扇状地面が交差する。これらは順に，約 5.0~ 3.0ないし 3.5

万年前の堆積年代，約 3.2万年前以降で約 1.5万年前以前の離水年代，約 5.5千年前～現在の

堆積年代を示す。

(4) 後長根沢と御神坂沢・熊沢の扇状地の形成は，同時期である可能性がある。ただし，今後，

堆積年代のさらに詳細な決定が必要である。

(5) 後長根沢扇状地の土砂量は， v期からVI期， VlI期へと減少する。これは後長根沢が流れる

13 
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山体が古く，侵食が進んだ段階にあることを示す。一方，御神坂沢・熊沢扇状地の土砂量は，

Vl1期（新期火山麓扇状地）が最大で，この時期の扇端寄りの堆積速度は約 3.9m/千年である。

山体は約 5.0万年前以前の形成で比較的新しく，完新世（約 5.5千年前以降）に活発な侵食が

行われている。
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